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寒かった冬が終わり、ようやく温かい春が訪れました。春の訪れに喜んでいた矢先、初めて花粉症になってしまいました。
目のかゆみ、鼻水、くしゃみが止まりません。この症状がいつまで続くのか、耐えられるのか心配しています。花粉症の
皆さん、ともにがんばりましょう。

　台所に立ってバタバタと食事の支度をしていると子どもが、「私
も何か作りたい」「僕も手伝ってあげる」と目を輝かせて覗いてくる
ことはありませんか？
自ら食に興味を持つこと、役に立ちたいという思いやり、自分で
作って食べるという経験
どれも大切なことで、親としても受け入れたいと思う一方、忙しくし
ている時に不意に言われると困ってしまうこともあるかと思います。
　そんな時におすすめなのは『今日は一緒に食事の準備をする日』
を決めて、一緒にクッキングを楽しみましょう！ 休日でもいいですし、
夕方から時間のある日など料理が初めての子供でも簡単にできる
作業をご紹介します。

　２～３歳の子供でもできる簡単作業。野菜やハ
ムを手でちぎって料理に使うだけでも「料理をし
た！」という気持ちになれます。色々なものに触れ
て確かめることは、脳の発達にも効果的で、子供
の感性を育てることができます。

色々な食材に
触ってみよう！

　野菜を可愛くする方法としてピックと同じよう
にオススメなのが型抜きです。子供が楽しい上
に、包丁よりも安全に使えるためママも安心な
ので、普段のちょっとしたお手伝いにも使えそう
です。

包丁よりも安全に、
可愛く野菜の下準備！

　簡単なようで実は苦戦することも多い「混ぜ
る」という作業。必死に混ぜているようで実は全
然混ざっていなかったり、こぼしたりひっくり返し
たり…。しかし、難しくともやはり混ぜるという作
業はおままごとでもよく行われるように、様々な
食材を合わせて新しいものが出来上がるという、
ワクワクする工程です。その中での味見もまた
料理の醍醐味のひとつになります。

味と味が合わさって
美味しくなる様子を体験

　ぜひとも子供に自由にやらせてあげて欲しい
トッピングや飾り付けの工程。自分が納得して
完成させた料理は、特に美味しく感じるもの。
子供の好き嫌いも克服
できるかもしれません。

子供の
創作意欲をそのままに！

管理栄養士西島優里の管理栄養士河野優里の

ギフトセンターギフトセンター

親子で料理！

ちぎる 型抜き

混ぜる トッピング

サラダの飾りつけ子供と一緒に
楽しくできる！
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INFORMATION

薬師寺
●奈良市西ノ京町457  ●0742-33-6001  
●近鉄西ノ京駅すぐ  
  近鉄奈良駅 六条山行バス18分「薬師寺」下車すぐ

薬師寺

唐招提寺

春日大社

　今までシリーズで掲載していましたパワースポットとグルメ旅を今回から世界文化遺産とグルメ旅に少し趣向を変えてお送りします。
　第一回目は古都奈良の文化財です。世界遺産には８件登録されており、個別に評価されたものではなく、仏教建造物群全
体が奈良時代の日本と中国、朝鮮半島との密接な文化的交流の歴史を示していること、また新道や仏教などの日本の宗教的
空間の特徴をよく示し、今なお宗教文化が継承されていることが評価され、1998年世界文化遺産に登録されました。
　この時代の木造建造物は、中国や朝鮮半島に残っていないことから世界史的にも重要とされています。

鶏がらの出汁に牛乳を加え、鶏肉や野菜
を煮こむ鍋物。奈良県飛鳥地方の郷土
料理です。飛鳥時代の渡来人の僧侶が
やぎの乳で鍋料理を作ったのがはじまりと
いわれています。ランチでいただきました。
鶏肉とよく合うスープです。

奈良伝統の飛鳥鍋

膳 ●奈良市小西町21-1ならら２Ｆ ●0742-24-8816
●近鉄奈良駅 徒歩１分 葛独特の触感と黒蜜が歩き

疲れた体を癒してくれます。

葛きり

寛永堂 奈良店 

●奈良県奈良市東向中町４ ●0742-25-5282  
●近鉄奈良駅②番出口からすぐ

全国有数の柿の名産地、奈良・五條吉野地方
に古くから伝わる伝統の味を今に伝える柿の葉
すし。さば、サーモン、鯛の３種類入ったセットを
お土産にしました。

柿の葉すし

柿の葉すし本舗 たなか
●奈良県奈良市東向中町5番地2 ●0742-81-3651  ●近鉄奈良駅すぐ

INFORMATION

春日大社
●奈良市春日野町160  ●0742-22-7788  
●JR奈良駅、近鉄奈良駅
  春日大社本殿行バス8分終点下車、又は
  市内循環バス8分「春日大社表参道」下車徒歩10分

INFORMATION

唐招提寺
●奈良市五条町13-46  ●0742-33-7900  
●近鉄西ノ京駅 徒歩１０分  
  近鉄奈良駅 六条山行バス17分「唐招提寺」下車すぐ

およそ1300年前、平城京鎮護のため、国譲りを達成された
最強の武神である武甕槌命を神山御蓋山の山頂浮雲峰にお
迎えしたのが始まりで、日本の国の繁栄と国民の幸せを願い、
年間2千2百回にも及ぶ祭典が行われます。

たけ みか づちのみこと み  かさ やま うき ぐもの みね

法相宗の総本山。天武
天皇が皇后（のちの持統
天皇）の病気平癒を祈
り、藤原京にて創建され、
その後平城遷都に伴い
現在地に移されました。

南門南門

奈良の大仏として知られている廬舎那仏が大仏殿に収
められています。廬舎那仏の名は宇宙の真理を体得さ
れた釈迦如来の別名で、世界を照らす仏、ひかり輝く仏
の意味で、左手で宇宙の智慧を、右手に慈悲をあらわし
ながら、人々が思いやりの心でつながり、絆を深めることを
願っておられます。大仏殿は二度の焼失の憂き目に遭い
ますが、鎌倉時代と江戸時代に再建されました。

大仏殿

本尊は大観音と小観音で、十一面観音です。この二観
音は誰も見ることができない絶対秘仏となっています。こ
こではお水取りという儀式が旧暦２月に行われるため、
二月堂という名前がついたそうです。人々に代わって僧
たちが罪を懺悔し、平和と豊作を祈ります。

二月堂

東大寺

INFORMATION

東大寺 ●奈良市雑司町406-1  ●0742-22-5511  
●JR奈良駅、近鉄奈良駅 
  市内循環バス7分「大仏殿春日大社前」下車徒歩5分

奈良、大和高原のクローバーはちみつを使用し
たすっきり柚子味のサイダー。程よい甘さで遺産
巡りの喉を潤してくれます。

大仏サイダー

興福寺

INFORMATION

興福寺
●奈良市登大路町48  ●0742-22-7755  ●近鉄奈良駅 徒歩５分

西国三十三所観音霊場の第九番札所。藤原冬
嗣の父内麻呂の冥福を願って建てた八角円堂。

南円堂

聖武天皇が叔母元正太上天皇
の病気全快を願って建てられた。

東金堂
とう  こん  どう

げんしょう

古都奈良を象徴する塔です。塔は
釈迦の遺骨をおさめる墓標です。

五重塔

法相宗の大本山。
藤原鎌足が重い病
気を患った際、夫人
である鏡女王が夫
の回復を祈願して、釈迦三尊、四天王
などの諸仏を安置するために造営した
と伝えられています。

ほっそうしゅう

かがみのおおきみ

シチューのような
風味がふわり

今回は紹介できません
でしたが、

この他に春日山原始林
、元興寺、

平城宮跡があります。

大仏様という宗の建築様式が取り入
れられており、内門には左右に金剛力
士像が配置されています。

南大門
よう

礼拝所 浮雲峰遥拝所 手水所本殿 礼拝所 浮雲峰遥拝所 手水所

南都六宗の一つである律宗の総本山。監真和上が東大寺で
授戒を制度として確立するため5年過ごした後に新田部親王の
旧宅地を賜り、戒律を学ぶ人たちのための道場
として開いた私寺としてはじまりました。奈良時代
に建立された金堂、講堂は貴重な伽藍です。

に た べ

古都奈良 文化と食を巡るで歴史・
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わが国畜産におけるＧＡＰ の取り組み
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と
し
つ
つ
畜
産
経
営

を
め
ぐ
る
諸
課
題（
家
畜
伝
染
病
の
発
生
防
止
、

動
物
用
医
薬
品
の
適
正
使
用
、ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル

フ
ェ
ア
へ
の
配
慮
、労
働
力
の
確
保
、環
境
保
全

等
）を
勘
案
し
、家
畜
・
畜
産
物
の
生
産
工
程
全

体
を「
Ａ
．経
営
の
基
本
」、「
Ｂ
．経
営
資
源
の
管

理
」、「
Ｃ
．生
産
資
材
等
の
管
理
」お
よ
び「
Ｄ
．

自
給
飼
料
生
産
工
程
の
専
用
項
目
」に
分
類
す

る
と
と
も
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
ご
と
に
重
要
な

管
理
点（
全
部
で
113
）を
定
め
ま
し
た
。

　

畜
産
分
野
で
関
心
の
高
い
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ

ア
に
つ
い
て
は
、管
理
点　
『「
ア
ニマ
ル
ウ
ェル
フ
ェ

ア
の
考
え
方
に
対
応
し
た
飼
養
管
理
指
針
」に

基
づ
い
た
対
応
』に
お
い
て
附
属
書
と
し
て
添
付

し
た
チ
ェッ
ク
リ
ス
ト（
注
）を
活
用
し
て
飼
養
管
理

の
改
善
に
取
り
組
む
こ
と
を
要
求
し
て
い
ま
す
。

J

【図2】ＪＧＡＰ家畜・畜産物の基準書開発の背景

【図1】畜産物の安全性を確保するしくみ

生産段階

JＧＡＰ、農場HACCP等に
基づく食の安全確保の取組み

生産農場

消費段階

食品の衛生的な取扱い

消費者

農場（Farm）から消費者（Table）まで一貫した衛生管理による安全な畜産物の供給

コミュ二ケ－ション

フ
ー
ド
チ
ェ
ー
ン（from

 Farm
 to T

able

）

生産 消費

製造・加工・流通段階

食品衛生法、ISO2200、FSSC22000等
に基づく食の安全確保の取組み

食肉処理場・
乳業工場等 スーパー等

流通
製造
加工

畜産経営をめぐる諸課題（例示）
・ 悪性の家畜伝染病や慢性疾病の発生防止
・ 動物用医薬品の適正使用や注射針の残留防止
・ 導入家畜、飼料、飲用水等の安全性の確保

・ 悪臭、水質汚濁等の畜産環境問題への対応
・ アニマルウェルフェアへの配慮

・ 労働力の確保と適切な労務管理
・ 労働災害（農作業事故等）への対応

東京オリンピック・パラリンピックの食材調達等国産農畜産物の輸出促進

①家畜衛生、②食品安全、③アニマルウェルフェア、④環境保全
⑤人権福祉及び ⑥労働安全に対応する基準書の開発に着手
（2016年10月、技術委員会に「畜産物部会」を設置して検討。2017年3月31日に公表）

JGAP家畜・畜産物の開発の必要性

（
注
）

7.1
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鳥取鶏卵販売㈱は鳥取県鳥取市にあり、
鳥取県、一部島根県で地域主要スーパー、食品卸、
菓子メーカーに鶏卵製品を製造販売しております。

事
業
所
紹
介

販売量は月間430ｔ、洗卵処理量は月間410ｔ、従業員は27名で大変家族的な会社です。
鶏卵製品製造に関しては、他の事業所に負けない位、能力のあるGPです。反面、衛生管
理面や製造管理面については、昔ながらの手法を守ってきたために、改善すべき部分が
多々見受けられました。そこで鳥取県のHACCP認証を取得する事で従業員のレベル
アップを図り、地域の食品安全に貢献できる食品会社を目指すこととしました。

鳥
取
鶏
卵
販
売
㈱

鳥
取
県
H
A
C
C
P
認
証
取
得
に
つ
い
て

　

当
初
は
何
を
言
っ
て
も
H
A

C
C
P
を
理
解
で
き
な
い
状
態

で
し
た
が
、ま
ず
は
H
A
C
C
P

メ
ン
バ
ー
に
一
つ
一
つ
基
本
か
ら

丁
寧
に
教
育
を
繰
り
返
し
た

と
こ
ろ
、
少
し
ず
つ
質
問
が

返
っ
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
れ

ま
で
は
朝
か
ら
厳
し
く
言
う
事
も
た
び

た
び
有
り
ま
し
た
が
、そ
れ
に
め
げ
る

こ
と
な
く
従
業
員
の
方
々
が
、付
き
従
っ

て
き
て
く
れ
た
こ
と
に
対
し
、頭
が
下

が
る
思
い
で
す
。

　

チ
ェッ
ク
用
紙
等
も
す
べ
て
丸
ト
鶏
卵

販
売
㈱
の
I
S
O
2
2
0
0
0
で
使
用

従業員の教育

マニュアルの作成

し
て
い
る
様
式
に
変
更
し
、内
部
検
証

や
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
も
回
数
を

重
ね
る
こ
と
で
、少
し
ず
つ
で
す
が
H
A

C
C
P
の
理
解
も
深
ま
り
、P
D
C
A

が
浸
透
し
て
き
た
様
に
思
え
ま
す
。

H
A
C
C
P
メ
ン
バ
ー
の
理
解
が
進
む
に

つ
れ
、社
員
、パ
ー
ト
ナ
ー
社
員
に
も
教
え

る
事
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
、全
体
の

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
って
き
て
い
ま
す
。

新しいスタート

　

文
書
作
成
の
中
で
も
特
に

マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
に
は
大
変
苦
労

し
、多
く
の
時
間
を
費
や
し
ま
し

た
。県
か
ら
推
奨
マ
ニュア
ル
通
り

の
一
般
衛
生
管
理
文
書
の
作
成

を
要
望
さ
れ
た
た
め
で
す
。一
方
、

C
C
P
に
つ
い
て
は
O
P
R
P

プ
ラ
ン
に
変
え
ま
し
た
。こ
の

考
え
方
を
H
A
C
C
P
メ
ン
バ
ー
が
理
解

す
る
と
こ
ろ
に
時
間
が
か
か
って
お
り
、現

在
も
教
育
中
で
す
。文
書
化
さ
れ
た
基
本

的
な
管
理
と
そ
れ
が
間
違
い
な
い
と
い
う

根
拠
を
示
す
こ
と
で
、正
し
い
方
向
に
進

ん
で
い
る
と
確
認
で
き
る
H
A
C
C
P
の

手
法
は
旧
態
依
然
と
し
た
慣
例
を
一
つ

一
つ
潰
し
て
い
く
作
業
を
行
う
に
は
、

非
常
に
良
い
ツ
ー
ル
だ
と
改
め
て
感
じ
ま

し
た
。取
得
１
年
前
に
H
A
C
C
P
認
証

審
査
を
受
け
る
た
め
に
本
格
的
に
作
業

を
始
め
ま
し
た
が
、県
担
当
者
の
転
勤
や

そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
、実
質
的
に
は
半

年
間
で
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
文
書
を
仕
上
げ

る
と
い
う
非
常
に
大
変
な
作
業
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、平
成
29
年
10
月
に

認
証
取
得
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
従
業
員
の

皆
さ
ん
一
人
一
人
が
1
年
と
6
ヶ

月
の
間
、鳥
取
県
人
の
真
面
目
な

性
格
と
辛
抱
強
さ
で
、真
剣
に
頑

張
っ
た
成
果
で
す
。ま
た
認
証
取

得
は
ス
タ
ー
ト
で
あ
り
、基
本
に

忠
実
に
P
D
C
A
を
確
実
に
回
し
て
い

き
、次
の
ス
テ
ッ
プ
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。そ
れ
に
よ
り
新
鮮
で
安
全
な
商
品
を

お
客
様
に
信
頼
し
て
購
入
し
て
頂
け
る

よ
う
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
お
取
引
先
の
皆
様
に
は
、御

協
力
の
程
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

代
表
取
締
役

社
長

夏
目 

光
男

文

＊

鳥取県HACCP適合施設の
認定マーク

HACCP認証取得に向け

チームが一丸となって

取り組みました！

食品衛生責任者
養成講習会の修了書

マニュアルや記録作成にも
多くの時間を費やしました。
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REPORT

　
三
河
黒
豚
と
秀
麗
豚

を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

　
豊
橋
飼
料
は
黒
豚
を

愛
知
県
で
唯
一
生
産
し
て

お
り
ま
す
。ま
た
、純
粋
の

バ
ー
ク
シ
ャ
ー
の
み
と
い
う
こ
だ
わ
り
を
も
ち
、高

品
質
な
肉
質
を
維
持
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い

ま
す
。試
食
品
と
し
て
バ
ラ
の
焼
肉
、加
工
品
で

は
ウ
イ
ン
ナ
ー
や
焼
ハ
ム
を
提
供
い
た
し
ま
し
た
。

来
場
者
の
方
々
か
ら
は
、「
焼
肉
は
肉
の
旨
味・脂

の
甘
味
が
と
て
も
良
い
」と
の
評
価
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
ま
た
、試
作
的
に
出
し
た『
三
河
黒
豚
青
じ
そ

ウ
イ
ン
ナ
ー
』も
好
評
で
し
た
。青
じ
そ
の
さ
っ
ぱ

り
と
し
た
味
わ
い
と
黒
豚
独
特
の
旨
味
の
あ
る

脂
が
よ
く
合
う
と
い
う
こ
と
で
す
。私
自
身
も
、

青
じ
そ
の
強
い
香
り
に
負
け
な
い
肉
の
旨
味
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
、黒
豚
は
こ
の
よ
う
な
香
り
や

味
の
強
い
食
品
と
相
性
が
良
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
秀
麗
豚
で
は
、ロ
ー
ス・バ
ラ
の
焼
肉
、メ

ン
チ
カ
ツ
、餃
子
、ポ
ー
ク
ジ
ャ
ー
キ
ー
な
ど
を
提

供
い
た
し
ま
し
た
。飼
料
に
こ
だ
わ
り
を
持
ち
、

種
豚
を
限
定
す
る
こ
と
で
肉
質
の
均
一
化
を
図
っ

た
秀
麗
豚
は
、皆
様
か
ら「
肉
自
体
が
柔
ら
か
く

美
味
し
い
、臭
み
が
な
く
、さ
っ
ぱ
り
と
し
て
脂
の

旨
味
が
良
く
出
て
い
る
」な
ど
の
感
想
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　　　
来
場
者
の
方
々
か
ら
、「
地
産
地
消
と
し
て
愛
知

県
内
の
豚
肉
を
使
って
み
た
い
」と
の
話
や
、「
個
人

的
に
購
入
し
た
い
か
ら
ど
こ
で
販
売
し
て
い
る
か
知

り
た
い
」と
いっ
た
声
を
多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
。

が
さ
れ
て
お
り
、大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
中
、我
々
の
ブ
ー
ス
で
は
生
産
物
を
食
べ

て
い
た
だ
く
こ
と
で
多
く
の
来
場
者
の
方
に

足
を
止
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。次
か
ら
次
へ

と
試
食
品
が
な
く
な
り
、ス
タ
ッ
フ
が
数
人
し

か
い
な
か
っ
た
た
め
、試
食
品
の
調
理
だ
け
で

も
大
変
な
作
業
で
し
た
。さ
ら
に
、試
食
し
て

く
だ
さ
っ
た
方
か
ら
の
質
問
へ
の
対
応
や
商

品
の
説
明
、名
刺
交
換
と
二
日
間
と
も
食
事

す
ら
取
れ
な
い
忙
し
さ
で
し
た
。そ
の
甲
斐

あ
っ
て
か
、二
日
間
で
50
名
ほ
ど
の
方
と
名
刺

交
換
が
で
き
ま
し
た
。今
後
、商
談
を
行
い
、

取
引
へ
と
つ
な
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
の
ア
グ
リ
フ
ー
ド
E
X
P
O
大
阪
で

は
、二
銘
柄
と
も
、「
ど
こ
で
作
っ
て
る
の
？
」

と
聞
か
れ
る
こ
と
が
多
く
、ま
だ
ま
だ
知
名

度
が
低
い
と
感
じ
た
半
面
、「
美
味
し
い・
欲

し
い
」と
いっ
た
声
も
い
た
だ
い
た
た
め
、様
々

な
人
に
求
め
て
も
ら
え
る
成
長
力
の
あ
る
銘

柄
だ
と
思
い
ま
し
た
。

豊橋飼料
としての
出展

第11回 今回私たち豊橋飼料は2月21日（水）から22日（木）の二日間、

ＡＴＣアジア太平洋トレードセンターで開催された

アグリフードEXPO大阪に出展者として参加してきました。

▲精肉と加工品の展示品

▲試食をする来場者の方々

アグリフードEXPO
大阪2018に参加 して 

ア
グ
リ
フ
ー
ド
E
X
P
O
大
阪
と
は

国産の食

　

プ
ロ
農
業
者
た
ち
の
国
産
農
産
物
・
展
示
商
談
会
と
銘
打
た
れ
た
こ
の
展

示
会
は
、国
内
生
産
者
及
び
食
品
製
造
業
者
が
多
数
出
展
し
、小
売
業
、外
食
・

中
食
業
か
ら
宿
泊
業
、行
政
な
ど
、幅
広
い
来
場
者
が
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、東
日
本
大
震
災
お
よ
び
熊
本
地
震
か
ら
の「
復
興
支
援
コ
ー
ナ
ー
」が
設

置
さ
れ
、岩
手
・
福
島
・
熊
本
・
大
分
の
4
県
の
特
産
物
が
Ｐ
Ｒ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
独
立
行
政
法
人
貿
易
振
興
機
構（
ジ
ェ
ト
ロ
）が
12
ヶ
国
・
地
域
か
ら
海
外

の
バ
イ
ヤ
ー
を
招
き
、食
品
の
輸
出
商
談
会
も
同
時
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。ア
グ

リ
フ
ー
ド
E
X
P
O
大
阪
は
第
11
回
目
と
な
り
ま
す
が
、出
店
数
で
は
490
件
、

来
場
者
数
で
は
昨
年
の
二
日
間
計
1
5,
2
6
2
名
を
上
回
り
、過
去
最
多
と

な
る
1
5,
8
7
6
名
の
来
場
が
あ
り
ま
し
た
。

　
出
展
さ
れ
て
い
た
各

ブ
ー
ス
で
は
、被
り
物
を
し

た
り
、凝
っ
た
見
栄
え
の
す

る
サ
ン
プ
ル
を
配
っ
て
い
た

り
、ク
レ
ー
ン
ゲ
ー
ム
を
設
置
し
て
い
た
り
と
、来

場
者
の
方
に
足
を
止
め
て
い
た
だ
く
た
め
の
工
夫

参加した
感想

中
部
営
業
部

松
岡  

芳
明

文

＊
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飼料会社
豊橋飼料株式会社
有限会社三反崎商店

「味麗豚」出荷グループ

栃木県  母豚250頭

久保ファーム
（繁殖・育成・肥育）

埼玉県  母豚450頭

アライファーム
（繁殖・育成・肥育）

茨城県  母豚280頭

外山ファーム
（繁殖・育成・肥育）

肥育農場
（水海道農場）

肥育農場
（桜川農場）

■味麗豚の組織図

銘柄豚「味麗」
のご紹介
銘柄豚「味麗」
のご紹介Close

Up!
㈲三反崎商店は茨城県筑西市に位置する当社特約店であり、養豚飼料

専門店です。特に若手生産者の育成と農場成績の向上を重視し、生産

性を高めたうえで、その肉豚を特徴づけて販売しております。その代表的

なものが㈲三反崎商店で商標登録している「味麗」という銘柄豚です。

今回はこの「味麗」についてご紹介させていただきます。

麗」は埼玉県、栃木県、茨城県の３県にわたり、３戸の生産者で生産しており、数ある銘柄豚

の中でも品質には特に拘って生産販売をしている銘柄豚です。

　「味麗」の立ち上げから約１８年経ちますが、当初と比べると様 な々改善、新規農場参入を経て現在の

形になっております。生産農場には高成績で高品質な生産に集中してもらい、当社では販売活動に注力し

ております。今後の生産拡大計画も控えており、ここではその特徴と取組についてご紹介させて頂きます。

　今後、国内のマーケットは輸入肉との競合を余儀なくされ、さらに激化するものと予想されます。私たち

はそれに対抗していかなくてはなりません。消費者を味方につけていかなくてはなりません。究極のテーブ

ルミートは、やはり、日本人好みの味で、さらに健康志向であるものだと思います。種豚作りと飼料作りは

肉豚作りにとって大きな要素であり、それを任されていることの重圧を感じながら今後もさらに量にも質にも

磨きを掛けた「味麗」にしていくことが使命だと思って邁進していきます。

最後に

「味

関東営業部　

田原 誠一郎文 ＊

　母豚は海外から輸入した種豚を育種改良した「サーティー」を提携
会社の㈱春野コーポレーション（静岡県天竜市）から定期導入しています。
　種付けは当社種豚センター（千葉県茂原市）と㈱春野コーポレー
ションのＡＩセンターで統一製造した精子「ストロングＤ液」を使用すること
としています。
　味麗グループでは、母豚を「サーティー」に統一し、ストロングＤ液を
かけあわせることで、肉質の均一化を実現しております。

　当社にて味麗専用飼料「みらい」を
製造し、使用して頂いております。肉中
の不飽和脂肪酸バランス及び遊離アミ
ノ酸含有量が最適になるような配合と
し、さらにビタミンＥに加えポリフェノール
を配合することによってドリップロスが最
小限となる内容になっております。

種豚群の統一11

　豚肉特有の獣臭抑制をする
ため天然鉱水トルマリン水を使
用しています。

水33

　「味麗」の肉豚出荷の際に、管理者の技術が必要なことがあります。肉豚一頭一頭の体重測定実施で、均一化を
図りデータ化するのは当然ですが、複数の販売先があり、それぞれ需要が違います。それを、肉豚出荷時の生体の
状態で出し分けていきます。枝肉の格付を生体である程度見越して出荷出来ることは、販売先から大きな信用を得る
こともでき、収支上でも非常に有利になってきます。
　５つの出荷先から各スーパーマーケット、外食産
業に販売されており、その１つが金井畜産㈱（東京
都武蔵村山市）の直売所になります。金井畜産㈱
では取引開始するまでに徹底的に肉質の目合わせ
を実施し、先述しました生体選抜でテーブルミートに
あった品質の物を販売しております。その一部を直
売所「ぶたの駅」で販売し、大好評を得ております。

出荷・販売55

　現在は肉質検査を定期的に実施しております。さら
に、屠畜後の枝肉を対象に瞬時に一定項目のアミノ
酸含有量を測定できるかを検証しております。
　食肉産業展銘柄ポークコンテストでの受賞、料理
王国１００選の認定等々の評価も頂いております。

44

22

肉質

専用飼料

10 9
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